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急増するストレージで発生した多くの問題を、
Brocade FCスイッチ採用のSANで一気に解決

日本最大級のインターネット・ショ

ッピングモール「楽天市場」。2002

年3月現在の契約企業数は8300社、

商品点数は248万7000点にもおよび、

知名度や利用度においても日本一の

評価を受けています。ショッピング

モール以外にも、オークションや共

同購入、フリーマーケット、ホテル

予約、書籍販売、個人ホームページ

サービス、BtoBサービスなど、エン

ドユーザーに対して数多くの充実し

たサービスを提供しています。それ

だけでなく、独自の店舗編集・運営

システム「RMS（Rakuten Mer-

chant Server）」や成功ノウハウな

どを伝授する講座「楽天大学」、そ

して専任コンサルタントによるサポ

ートといった、出店企業に対しての

サポート体制も充実しています。

楽天市場はASP（アプリケーション・

サービス・プロバイダー）型サービ

スですから、ネットワークインフラ

やハードウエア、ソフトウエアは楽

天が所有しています。そしてもちろ

ん、店舗のデータも、すべて楽天が

預かって管理しているわけです。楽

天市場のサービスを提供している楽

天株式会社は、出店数やアクセス数

の急速な伸びに応じてサーバーやス

トレージなどの設備を随時増強し、

そのパフォーマンスを維持していま

す。高い人気のおかげで、ストレー

ジ容量は年に数倍の勢いで増加して

きました。

当時、開発部マネージャーでシステ

ムインフラ構築担当者であった廣川

氏は「当初はサーバーに直接ストレ

ージ装置を接続していたのですが、

数百台規模のサーバーともなると手

間が増加し、管理が困難になってき

ました。ストレージ容量追加もサー

バーごとに行わねばならず、容量の

ばらつきやパフォーマンスの心配が

あり、ストレージに起因したシステ

ムダウンも増加しつつありました」

と語っています。さらに、データセ

ンター内のラックスペースの利用効

率が悪化してきたなど、ほかにも多

くの問題が生じ、維持管理のコスト

増加が無視できなくなってきました。

そこで楽天では、それらの不安を一

掃し、かつ長期的な視点に立った投

資対効果の向上を図るため、SAN

によるストレージ統合を行ったので

す。

　SAN環境を構築するに当たり、

同社ではいくつかのストレージ製品

を比較検討し、信頼性や性能、サポ

ートなどに定評のあるEMCの製品

を利用することにしました。ディス

ク・アレイにはSymmetrixとClarix、

ファイバー・チャネル（FC）スイ

ッチにはDS-16B（SW2800）を採用

日本最大級のインターネットショッピングモールを運営する楽天株式会社

は、ビジネスが拡大するにつれて増え続けるストレージを、SANで再構築

しました。その目的通り、ストレージに起因するダウンタイムは激減され、

パフォーマンス向上と設置スペースの縮小を同時に実現し、管理の手間も

軽減しました。

●技術的課題：

ストレージの管理工数を削減し、性

能や信頼性、ラックスペースなどの

問題を解決、さらに長期的な視点で

費用対効果の向上を図る。

�

●ソリューション：

サーバーをクラスタリングし、EMC

のディスク・アレイとBrocade FCス

イッチ10台により、冗長経路を設け

たSAN環境を構築

�

●成果：

・SAN環境ではストレージに起因す

　る完全なダウンタイムが激減

・最大5倍のパフォーマンス向上

・ストレージが占有するラックスペ

　ースを3分の1に縮小

概　要
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しています。他社のFCスイッチの採用も検

討しましたが、接続性や拡張性に問題点があ

り、期待したパフォーマンスが出ないことが

分かったのです。その結果、楽天では、業界

グローバルスタンダード規格に準じた製品で、

業界トップベンダーであるBrocade FCスイ

ッチを迷わず選んだといいます。

SAN環境ではストレージに起因する

サービス停止が激減し、性能も向上

楽天のSAN環境は2001年5月から運用を開始し、

6月から本格的に稼働しています。SANファ

ブリックには複数の配線を使った冗長経路を

設け、サーバーはベリタスソフトウェアの

VERITAS Cluster Serverによってクラスタ

ー構成としました。SANに移行してからは、

以前のようなディスクトラブルは発生してい

ません。たまにデータ経路が途切れることが

ありましたが、その際には自動的に経路が切

り替わるので、一時的なパフォーマンス低下

が生じるだけで、致命的な問題にはなってい

ません。そしてその結果、完全なサービス停

止は激減されました。廣川氏は、次のように

具体的なメリットを挙げてくれました。

「ストレージに起因するダウンタイムがなく

なっただけでなく、パフォーマンスの面でも、

アプリケーションによっては従来の5倍にな

るなど、大幅に改善されました。そして、以

前は30台以上あったストレージ装置の台数を

3台に集約したことで、ストレージ関連装置

が占めるラックスペースも、従来の3分の1に

まで縮小されています。管理も、EMCの

ESN Managerを導入することによって集中

管理が可能になりました。もちろん、ディス

ク・アレイの筐体内にも余裕があり、今後し

ばらくは筐体にディスクを追加するだけで容

量を追加できます」

拡大するビジネスを将来に渡ってサポート

楽天では今後、LANフリー・サーバーレス・

バックアップや、EMCのMPFS（MultiPlex 

File System）ソフトウェアによるSANと

NAS（ネットワーク接続型ストレージ）の統

合などを検討しているとのことです。さらに、

最新鋭のBrocade FCスイッチSilkWorm 

12000によって、SANアーキテクチャをコア

／エッジ型トポロジに変更することも考えて

います。

現在利用している16ポートのSilkWorm 2800

では、楽天の求める帯域や経路本数を実現す

るために10台を並列動作させる必要がありま

した。最大128ポートまで搭載できるSilk-

Wrom 12000をコアスイッチとして導入すれ

ば、BrocadeのISL（Inter-Switch Link）

Trunking機能によってSANバックボーンの

パフォーマンス向上が見込まれ、またエンド・

ツー・エンドの詳細なパフォーマンス解析で

システムにあったSANデザインが可能になり

ます。そして、より多くのポートを使えるよ

うになり、より大規模なSANシステムへと容

易に拡張できるのです。もちろん、既存の

SilkWorm 2800はエッジスイッチに移行して

継続的に使えますから、これまでのSANへの

投資も無駄になりません。

SilkWorm 12000はスピードの自動検知機能

があり、1Gbit/secと2Gbit/secのFCポートを

自動的に選択することができます。将来的に

は10Gbit/secのFCまでサポートする予定とな

っております。Brocade FCスイッチは、よ

り拡大してゆく楽天のビジネスを、将来に渡

ってサポートできるのです。廣川氏は、最後

にこう言いました。

「一般的にSANはコストが高いと一概に言い

切ってしまう風潮があるのは、非常に問題で

はないかと感じています。弊社自身、利用し

て初めて真価を再確認出来たと実感しており、

今後もSANの普及に貢献していきたいと考え

ています。日本におけるSANのリテラシが向

上し、EMCやBrocadeのような良い製品が、

もっと売れるようになってほしいのです。そ

うすれば、良いものをもっと安く買えるよう

になるでしょうから」

楽天市場に関するデータなどは刊行時点のもので、
変更になる可能性があります。


